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弊社の出版物に以下の誤りがありました。謹んでお詫びするとともに、下記のように訂正いたします。 協同出版

県名 教科名 章 頁数 該当箇所 誤 正

東京都 教職教養 CONTENTS 2 p62の単元名 学校の目的 学校の設置者

埼玉県 一般教養 第8章 242
例題(1次方程式の解)の解

答　1行目
この方程式は連立1次方程式 この方程式は連立1次方程式

埼玉県 一般教養 第8章 247 例の2つ目　2行目

埼玉県 一般教養 第8章 281 Point!の下の□

1つのさいころを6回投げるとき，1の目がちょうど2回出る確

率は，

1つのさいころを6回投げるとき，1の目がちょうど2回出る確

率は，

2027年度版教員採用試験対策「参考書」シリーズ正誤表

◆正誤表に掲載されていない正誤に関する疑問点がございましたら，下記項目をご記入の上，電子メール，FAX，または郵送にてお送りいただくようお願いいたします。
① 書籍名，都道府県(学校)名，年度
教員採用試験シリーズの場合は過去問，参考書等もご記入ください。
（例：東京都教員採用試験参考書シリーズ 小学校教諭 20○○年度版）
② ページ数、問題番号
書籍に記載されているページ数、問題番号をご記入ください。
③ 正誤についての問い合わせ内容
内容は具体的にご記入ください。（例：問題文では“ア～オの中から選べ”とあるが，選択肢はエまでしかない など)

〔送付先〕
○ 電子メール：edit@kyodo-s.jp

○ FAX：03-3233-1233 (協同出版株式会社 編集制作部 行)

○ 郵送：〒101-0054 東京都千代田区神田錦町2-5 協同出版株式会社 編集制作部 行

〔ご注意〕

○ 電話での質問や受験相談等につきましては，受付けておりませんのでご注意ください。

○ 正誤表の更新は適宜行っております。
○ いただいた疑問点につきましては、当社編集制作部で検討の上，正誤表への反映を決定させていただきます(個別回答は，原則行っておりませんのでご了承ください）。

൝
2𝑥＋4𝑦 = 5…①

𝑦－𝑥 = 2…②
൝
2𝑥＋𝑦 = 5…①

𝑦－𝑥 = 2…②

α＋β =－
－3

2
=

3

2
，αβ =

1

3
α＋β =－

－3

2
=

3

2
，αβ =

1

2

6C2
1

6

2
5

6

2

6C2
1

6

2
5

6

4



県名 教科名 章 頁数 該当箇所 誤 正

沖縄県 一般教養 第9章 338 5つ目と6つ目 BRICS(プリックス)が2つ記載されている 重複のため、1つ削除

群馬県 小学校教諭 第8章 309 保健領域 保健領域の部分に別の内容が紛れてしまっている 別紙参照(正しい保健領域内容は3ページ分となります。)

東京都 小学校教諭 第3章 125
2次方程式ax2＋bx＋c＝0

の判別式D＝b2−4ac

D＞0⇔異なる2 つの実数解をもつ

D＝0⇔重解をもつ

D＞0⇔共役な2 つの虚数解をもつ( 実数解をもたない)

D＞0⇔異なる2 つの実数解をもつ

D＝0⇔重解をもつ

D＜0⇔共役な2 つの虚数解をもつ( 実数解をもたない)

東京都 小学校教諭 第3章 132 例　5行目 △ABC＝△AOC＋△BOC △AOB＝△AOC＋△BOC

福岡県 小学校教諭 第7章 283 □化学繊維　の3行目 のを半合成線維，… のを半合成繊維，…

東京都 保健体育科 第3章 97 4行目 ・片寄り前で，… ・肩より前で，…

高知県 保健体育科 第3章 123 (E)　解説

正面跳びが正しい。ベリーロールは両足を交差させて大きく

開き，状態を横にしながらバーを越える跳び方のことであ

る。

正面跳びが正しい。ベリーロールはバーと平行になるように

踏み切り，空中で体をうつ伏せにする跳び方である。

長崎県 保健体育科 第4章 141 4行目 ・片寄り前で，… ・肩より前で，…

京都市 保健体育科 第9章 274
③さまざまな適応機制の表

の転移の内容
特定の人へ向かう感情を，よく似た人へと向きをか。える 特定の人へ向かう感情を，よく似た人へと向きをかえる

埼玉県 養護教諭 第3章 89-90
□　方法及び技術的基準な

ど
p89-90の間で抜けている部分がある

＜不足している部分＞

プを1 秒から2 秒の速さで強くするようにす

千葉県 養護教諭 第2章 61 例題7　(1)　⑦　解答 ⑦　ウ ⑦　エ

千葉県 養護教諭 第3章 95 例題2　カ　解答 1 2

東京都 養護教諭 第2章 59 例題7　(1)　⑦　解答 ⑦　ウ ⑦　エ

滋賀県 養護教諭 第2章 51-52 例題7　(1)　⑦　解答 ⑦　ウ ⑦　エ

神奈川県
特別支援学校教

諭
第4章 127 例題6　解説

ア　昭和48（1973）年公布。昭和49（1979）年の養護学校

義務化に向けた布石である。

ア　昭和48（1973）年公布。昭和49（1974）年の養護学校

義務化に向けた布石である。



県名 教科名 章 頁数 該当箇所 誤 正

兵庫県
特別支援学校教

諭
第3章 109 例題9　(2)　問題

「障害のある子供の教育支援の手引」に示された「就学後の

学びの場の柔軟な見直しとそのプロセス」について述べたも

のとして，適当なものを，次の①～⑤から1つ選べ。

「障害のある子供の教育支援の手引」に示された「就学後の

学びの場の柔軟な見直しとそのプロセス」について述べたも

のとして，適当なものを，次の①～⑤から2つ選べ。
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体育科■保健領域

保健領域1
□保健領域の内容

第3学年 第4学年 第5学年 第6学年

健康な生活につい
ての理解
・心や体の調子が
よいなどの健康
の状態は，主体
の要因や周囲の
環境の要因が関
わっていること。

・毎日を健康に過
ごすには，運動，
食事，休養及び
睡眠の調和のと
れた生活を続け
ること， また，
体の清潔を保つ
ことなどが必要
であること。

・毎日を健康に過
ごすには，明る
さの調節，換気

体の発育・発達に
ついての理解
・体は，年齢に伴っ
て変化すること。
また，体の発育・
発達には，個人
差があること。

・体は，思春期に
なると次第に大
人の体に近づき，
体つきが変わっ
たり，初経，精
通などが起こっ
たりすること。
また，異性への
関心が芽生える
こと。

・体をよりよく発
育・発達させる
には，適切な運

①心の健康につい
ての理解
・心は，いろい

ろな生活経験
を通して，年
齢に伴って発
達すること。

・ 心と体には，
密接な関係が
あること。

・不安や悩みへ
の対 処には，
大人や友達に
相談する，仲
間と遊ぶ，運
動をするなど
いろいろな方
法があること。

病気の予防につい
ての理解
・病気は，病原体，

体の抵抗力，生
活行動，環境が
関わりあって起
こること。

・病原体が主な要
因となって起こ
る病気の予防に
は，病原体が体
に入るのを防ぐ
ことや病原体に
対する体の抵抗
力を高めること
が必要であるこ
と。

・生活習慣病など
生活行動が主な
要因となって起

保健領域

学習目標

●保健領域は，生活の改善からけがの防止，心の健康問
題まで多岐にわたる。各学年段階の指導内容をしっか
りと把握しよう。
●小学校段階からの喫煙，飲酒，薬物乱用等の防止教育
に取り組むことの重要性を理解しよう。

体育

User
タイプライターテキスト
別紙1



愛媛県の小学校教諭
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	 などの生活環境
を整えることな
どが必要である
こと。
※学校でも，健
康診断や学校
給食など様々
な活動が行わ
れていること
について触れ
る。

	 動，食事，休養
及び睡眠が必要
であること。
※自分と他の人

では発育・発
達などに違い
があることに
気付き，それ
らを肯定的に
受け止めるこ
とが大切であ
ることについ
て触れるもの
とする。

②けがの防止につ
いての理解
・交通事故や身
の回りの生活
の危険が原因
となって起こる
けがの防止に
は，周 囲の危
険に気付くこ
と，的確な判
断の下に安全
に行動するこ
と，環境を安
全に整える必
要があること。

・けがなどの簡単
な手 当は， 速
やかに行う必
要があること。

※自らできる簡
単な手当には，
傷口を清潔に
する，圧迫し
て出血を止め
る，患部を冷
やすなどの方
法があること
を理解できる
ようにする。

	 こる病気の予防
には，適切な運
動，栄養の偏り
のない食事をと
ること，口腔の
衛生を保つこと
など，望ましい
生活習慣を身に
付ける必要があ
ること。

・喫煙，飲酒，薬
物乱用などの行
為は，健康を損
なう原因となる
こと。

・地域では，保健
に関わる様々な
活動が行われて
いること。

　　保健領域の内容は，第3学年及び第4学年の「健康な生活」では，
1日の生活の仕方について理解できるようにする。「体の発育・発達」
では，年齢に伴って体つきが変化し，体の発育・発達には個人差が出
ることを理解できるようにする。第5学年及び第6学年の「けがの防止」
では，交通事故や学校生活などにおける事故の起こり方や防ぎ方，さ



321

体育科■保健領域

らに簡単な手当ての仕方などができるようにさせる。「心の健康」では，
心と体は密接に関係し，さまざまな生活経験を通して発達することや，
不安や悩みにはいろいろな対処の方法があることを理解させる。「病気
の予防」では，病原体や生活習慣病など生活行動が主な原因として起
こる病気，喫煙・飲酒・薬物乱用などの行為など健康を損なう原因を
理解させる。

□保健領域のねらい
　保健領域は，第3学年及び第4学年の2学年間で8単位時間，第5
学年及び第6学年の2学年間で16単位時間が標準とされている。この
時間を効果的に生かすためには，特に能率的で効果的な指導が行われ
なければならない。保健領域の学習のねらいの1つは，身近な生活に
おける健康に必要な基礎的な知識の習得を図ることである。




